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環境の現況と対策



- 33 - 
 

第１章 福岡県環境総合ビジョンと計画指標の動向

本県では、 世紀の環境を保全し創造するため、平成 年に「福岡県環境総合基本計画」計

画期間：平成 年度～ 年度 を策定し、環境に関する施策を推進してきました。計画期間終

了時点で、「身近な自然の保全・再生」「化学物質の適正な管理」「環境国際協力の推進」「自主

的取組の促進とパートナーシップ」等のテーマにおいては目標を達成しましたが、「きれいな空

気の確保」「まちの緑、水辺の保全・創造」「温室効果ガスの排出削減」等においては目標達成

には至っていない状況でした。

上記のような課題に加え、地球温暖化の進行による気候変動、資源やエネルギーの確保、地

域固有の生態系のかく乱、越境大気汚染な

どの国境を越えた環境問題など、より深刻

化した課題や新たな課題に直面しています。

また、環境問題の解決にあたっては、他

の行政分野との連携や、行政だけでなく、

県民・事業者の主体的な行動が不可欠です。

このような、今日の環境を取り巻く情勢

に適切に対応し、本県の豊かで安全・安心

な環境を将来世代に引き継いでいくため、

平成 年 月に第 次環境総合基本計画

「福岡県環境総合ビジョン」（計画期間：平

成 年度～ 年度）を策定しました。

１ 位置付けと役割

県政運営の基本である福岡県総合計画（計

画期間：平成 年度～ 年度）を踏まえ、

環境面に関する事項を実現していくためのも

のであり、下記の つの役割を持っています。

・県における環境に関する施策の基本的な方

向性を示し、環境の面から総合的、計画的

に県行政を推進するための施策大綱

・県民、事業者、行政など、すべての主体が

環境に関し考え行動する際の指針

２ 将来像と施策体系

環境総合ビジョンでは、豊かな環境が支え

る県民幸福度日本一の福岡県を目指して、環

境と調和し成長する社会を未来へつなぐため、 つの柱を設定し、柱ごとの具体的な施策を示

しています。
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柱ごとの施策体系
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３ 推進体制・進行管理

推進体制

・福岡県における総合的な計画推進

ＰＤＣＡ サイクルによる継続的な改善を図るため、庁内協議機関である福岡県環境対策協

議会（会長 副知事、委員 各部長及び教育長）を活用し、全庁的な進捗状況・問題点等の共

有を行い計画の推進を図るとともに、必要に応じて施策の見直し・強化等を検討します。

・県民、事業者、行政など各主体との連携による計画推進

県民団体、事業者団体、行政が参加する福岡県環境県民会議を活用し、各主体の活動テー

マに反映させ、一体となって計画の推進を図ります。

・地域連携による計画推進

各保健福祉環境事務所に設置されている地域環境協議会を活用し、地域が一体となって計

画の推進を図ります。

市町村等と連携した取組、本環境総合ビジョンや環境に関する情報発信、コミュニケーシ

ョンを積極的に実施し、地域における計画の推進を図ります。

・広域連携による計画推進

大気汚染物質の移流や海岸漂着物対策など、県域や国境を越えた環境問題に対処するため、

必要に応じ、関係自治体や他国自治体との連携、国への働きかけ等を行い計画の推進を図り

ます。

進行管理

・進捗状況の点検及び公表

指標の動向やその要因、施策の実施状況などについて点検を行い、福岡県環境対策協議会

に報告するとともに、計画の進捗状況についてとりまとめを行い、環境白書により公表しま

す。

・環境の状況変化等に応じた計画の見直し

環境の状況変化、国内外の環境政策の動向や計画の進捗状況を踏まえ、必要に応じて計画

期間中であっても見直しを行います。
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４　指標の動向

環境総合ビジョン指標一覧

※進捗状況凡例；　◎　目標値達成、〇　向上、△　横ばい、▽　後退

低 炭 素 社 会 ‐
の 構 築 5,981万トン 6,419万トン

(平成22年度) (平成24年度)

◎

(注：実績値を に修正(H25.9))

〇

循 環 型 社 会

の 構 築 1,848千トン 1,734千トン

▽
1,858千トン

(平成22年度） (平成27年度）

▽
10,689千トン 14,454千トン 15,258千トン

(平成22年度) (平成27年度) (平成25年度)

○
20件 29件以上 27件

自 然 共 生 ◎
社 会 の 構 築 78,727回 86,600回 147,004回

◎
多自然川づくりの整備状況 29か所、9河川 継続して推進する 29か所、6河川

荒廃森林の再生面積（累積面積）(再掲） (再掲) (再掲) (再掲)

健 康 で 快 適 に

暮 ら せ る 生 活

環 境 の 確 保

大気（SPM､NO :48.6%(全地点))

水（BOD､C0D:78.3％（全地点))

DXN類（全項目100%）

騒音（自動車騒音91.1%)

〇
大気（SPM､NO :100%(全地点))

水（BOD､COD:79.4%（全地点))

DXN類（全項目100%）

騒音（自動車騒音94.5%）

△
増加を目指す 50か所

国 際 環 境 協 力 △
の 推 進 3か所 4か所 3か所

○
84人 164人以上 139人

柱 指標項目
計画策定時

（平成23年度）
最終年度目標値
（平成29年度）

進　　　捗
（平成26年度）

自治体間の環境協力協定の締結数
※1

国際環境人材育成事業参加者数
※1

再生可能エネルギー発電設備の導入容量
※1

荒廃森林の再生面積（累積面積）※1

リサイクル技術の実用化件数
(累積件数）　※1

福岡県の希少野生生物ウェブサ
イトアクセス数

次期地球温暖化対策
実行計画において設
定予定

※同計画は国の地球
温暖化対策計画決定
後に策定予定

一般廃棄物の排出量、再生利用率　※1

（廃棄物処理計画改定時に再検討）
（注）災害廃棄物は含まれていない

産業廃棄物の排出量、再生利用率　※1

（廃棄物処理計画改定時に再検討）

環境基準の達成・維
持を図る

快適な環境スポット30選、
棚田百選等　50か所

環境基準の達成率(大気、水、ダイオキシ
ン（DXN）類、騒音）※2

地域固有の自然環境や心地よい
環境を楽しむことができる場所の数

温室効果ガス排出量※2
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